
1

■サロン・ド・ラ・フォト（11.8 ～ 12）

　Salon de la Photo（www.lesalondelaphoto.com）

　サロン・ド・ラ・フォトは日本のCP+ と同じよう

な内容と規模の写真見本市だ。9 月 26 日からドイ

ツのケルンで開かれたフォトキナが世界に向けた

ショーであるのに対し、サロン・ド・ラ・フォト

はフランス国内向けのショーである。開催は毎年、

パリ国際見本市展示会場であるParc des Exposi-

tions Paris Porte de Versailles で行われ、今

回の見どころは、フォトキナからわずか 1 カ月強

の間で展示にどのような変化があるのだろうか。

　このサロン・ド・ラ・フォトは、日本のCP+ と同

じようだと最初に紹介したが、出展社は 175 社だ

が、最も異なるのは写真作品の展示も多くなされ、
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　1 1 月のパリは、サロン・ド・ラ・フォト、パリフォトなどの写真イベン

トが目白押しです。ここ数年駆け足ですが、パリの写真イベントを見てき

ました。そこには、表現としての写真が、日本とのかかわりにおいて大き

くは変わらないように見えますが、少しずつ静かに動いていることを実感

したのが 2 0 1 8 年でした。訪問先ごとに紹介しますが、本レポートから、動

いている写真の世界を少しでも読みとっていただければ幸いです。

展示会の図録には、カメラ、レンズ、用品など、機

器類は一切紹介されていなく、その年の招待作家

をメインにして、会場内に展示される作家と写真

作品の紹介に終始していることだ。

　そして、この場で 2016 年から日本のCP+ で開か

れているZOOMS JAPAN（cpplus.jp/zoomsjapan/）

サロン・ド・ラ・フォト会場では、日仏 Z O O M S の入選
作品を見ることができる。同じように日本の C P + でも、
両国の入選者の作品展示が行われる

左：2 0 1 8 サロン・ド・ラ・フォトパンフレット。右：公式カタロ
グ。260x190mm、196 頁。今年の巻頭はドイツのファッションフォト
グラファーF.C.Gundlach（1926 年生まれ）の作品。ZOOMS JAPAN に
入賞の小宮山桂さん、羅思琦さんの作品も顔写真入りで各4 頁ずつ
掲載されている。ISBN：978-2-9546818-5-6、10 ユーロ
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の入選者2人と、フランスのLes Zooms選出の2人

との合計 4 人それぞれの作品展示が行われ、作品

についてのトークショーが行われるなど毎年充実

してきている。このZOOMS JAPAN（ズームズ・ジャ

パン）は、Les Zooms とコンセプトを同じにし、選

出にはそれぞれの国の写真専門誌が協力。日本は

7 誌、フランスは9 誌の編集長がそれぞれの国のや

り方で“エディターズ賞”と一般投票を含む“パ

ブリック賞”を選出している。賞としては、日本

とフランスで写真展を開け、パリ市内でパリフォ

トを見学したり、さらには写真博物館やギャラ

Z O O M S 写真展示会場の前で。左から、安藤菜穂子さん、小
宮山桂さん、羅思琦（R A  S H I K I）さん、坂本直樹さん

トークショーは、約 6 0 分にわたって行われ、日仏 4 人の入
選作家が自身の作品を背景にどのような考えをもって撮影
したかそれぞれ意見を述べる。写真は羅思琦さんの場面

トークショーのプログラム。会期中全日にわたってさまざ
まな講演、イベントが同じ場で行われていた

リーなどの写真施設を巡り、フランスの写真専門

家より受賞作品への講評を個別に受けられるツ

アーに招待されるなど、写真家の海外進出を支援

するフォトアワードとして注目されている。

　2018 年のエディターズ賞は、小宮山桂さんによ

る作品名「L'Ecume des jours」（カラー）で、パ

ブリック賞は、羅思琦さんによる作品名「見知ら

ぬ時空のはざま」（モノクローム）だった。ツアー

には、選考者側として『PhaT PHOTO』編集長の安

藤菜穂子さんと『月刊カメラマン』総編集長・坂

本直樹さんが同行しトークショーに加わった。

　さて ZOOMS 関連は一段落させて、カメラ、交換

レンズなど写真機器のブースを紹介しよう。

●ニコン

　ニコンのブースは、やはりフルサイズミラーレ

ス一眼の「ニコンZ」がメインだが、すでに発売か

ら時間が経っているために展示のメインは Z7 でな

く後発の Z6 であった。展示カウンターで、カメラ

を手にする人も多いが、ブース脇にはタブレット

端末が置かれていて、お客さん自身が操作してい

たが、単なる商品解説なのか、対話形式でアンケー

トをとるような形になっていたのかは不明。

ニコンは、この時期の新製品 Z シリーズを前面にだす

Z 7 はすでに発売から時間が経っているからだろうか、展
示のメインは Z 6 だった。タブレット端末のようなディス
プレーが配置されていて、お客さんが操作していた
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●キヤノン

　ドイツフォトキナからわずか 1 か月強の経時で

あるために、さすが展示スタイルは大きく変わる

ことはない、そして主力の商品は「EOS R」だ。

　EOS R をメインにしたタッチ＆トライコーナーは

フォトキナをスケールダウンさせたような感じで、

赤い紗の布をエアーで舞わせ、踊るダンサーを撮

影させるという、ほとんど同じ構成で見せていて、

ここでも商品を触れるコーナーやプロ写真家によ

るトークに人気が集中している。

【キヤノン】初日朝一番に入場したためにまだ入場者は少
ないが、それでも E O S  R コーナーで熱心に試写する人たち

【キヤノン】タッチコーナー。左はパワーショット、右は
EOS システムが並んでいるが、EO S の M や一眼レフもまだま
だメインであることに大きな変化はない

【キヤノン】業務用のインクジェットプリンターが展示実
演されていた。フォトキナでは 1 0 0 シリーズクラスの展示
であったが、お国が変わればということだろうか

●アライアンス、パナソニック / シグマ / ライカ

　フォトキナで明らかにされたライカ、パナソ

ニック、シグマの提携（アライアンス）は、この

時期に改めて考えると、アライアンスによる具体

的な動きを見せているパナソニックが一番積極的

で、提携を提案した企業だということが大変納得

できる。つまり来春にはルミックス S1R などのフ

ルサイズボディの仕様をつまびらかにするという

ことだ。しかしサロン・ド・ラ・フォトの場では、

ルミックス G9 PRO や GH5S などの現行機でビジネ

【パナソニック】フォトキナではフルサイズミラーレス一
眼を前面打ち出していたが、ここではマイクロ 4 / 3 が主力

【パナソニック】ルミックス S 1 R など、フルサイズ一眼の
S 1 R とアライアンスのことは、パナソニックブースの中に
見過ごしてしまうような円筒形の囲いの中で見せていた

【シグマ】シグマのブースは、従来からの交換レンズ群を並
べていて、実際に見せる物がない現状では、取り立てて 3
社連合のことには場所をさほど割いていない
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スを展開させなくてはならないのは現実だ。そし

てシグマは L マウント用の交換レンズをとりあえ

ず用意すればよく、ライカカメラ社は現行で L マ

ウントを使うライカ SL、CL などのカメラを販売し

続ければよいのだが、最近 SL は 10 万円のギフト

カードプレゼントキャンペーンを開始しているの

で、意外と次期モデルの登場は早いかもしれない。

●富士フイルム

　デジタルカメラ分野では、特に従来からの中判

GFX50S の発展形として、かつてのレンジファイン

ダー機を連想させる小型・軽量の“GFX50R”、さら

に 1 億画素の撮像素子搭載の“GFX100”を発表し

たばかりだ。単独路線のインスタントカメラ分野

では、デジタルカメラで撮影しさまざまな画像処

理を施し、カメラ内のインスタントフィルムに出

力するインスタントカメラ“instax SQAUER SQ20”

を発表するなど元気だ。

●交換レンズメーカー、用品メーカー

　こちらも先ほどのフォトキナと大きく変わると

ころはなく、以下、写真中心で紹介しよう。

【ライカカメラ】展示の内容は、フォトキナ同様ライツパー
クを紹介して、現行カメラ、交換レンズを飾っていた。ラ
イカカメラ社は 2 0 1 5 年まではこのサロン・ド・ラ・フォト
へ出展していたが、2016 年、201 7 年は出展を中止していた
が、今回 2 0 1 8 年には復帰した。ライカカメラは直営店ビジ
ネスだからこのような展示会には出展しないと、ライカ通
からは聞いていたが、ライツパークの完成、アライアンス
を組んだことなどで方針が変わったのだろうか

シグマブースにあっ
た「Alliance SIGMA
x L-MOUNT」の解説
パネル。
3 社の協業のこと、L
マウント規格に関し
て、きわめて簡潔に
紹介されている

【www.l-mount.com】
W e b サイトにて 3 社
の協業 につ いて動
画を使 って 詳しく
紹介している

富士フイルムは、中判のデジタルカメラ 2 機種とインスタ
ントカメラが新製品

オリンパスブース

ソニーは、例年よりブースデザインを一新
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カールツァイスのブース。ドイツでのフォトキナではブー
スをだしていなかったがサロン・ド・ラ・フォトには出展

韓国の交換レンズメーカー IRI X のブース。150 m m が新製品

韓国の交換レンズメーカーサムヤン。交換レンズの A F 化
に加え、シネ用レンズの充実がなされている

旧ポラロイド社の同規格のインスタントフィルムを製造販
売していたIMPOSSIBLE 社は POLAROID の商標を使う権利を得
て、POLAROID ORIG INALS と社名を変えて、旧ポラロイド
フィルムとカメラを復刻したようだ

リコーブース。ペンタックスの一眼レフ、リコーシータが
展示されるいままでと異なり、歴代の G R シリーズや新型 G R
Ⅲが展示されていて発売が近いのがわかる

タムロンのブース

コダックとアグファそれぞれの商標の権利を持っているの
だろうか、同じブースでそれぞれのブランドで電子アルバ
ムを展示していた

コダックとポラロイドが 1 つのブースで控室も１つ。こち
らは Z I N K 方式のプリンターを内蔵した簡易デジタルカメラ
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フランスの「コーキンフィルター社」は、現在日本のケン
コー・トキナーの傘下であり、トキナーレンズ、スリック
三脚、富士フイルム製品なども販売代理店として扱ってる

感材メーカーとして歴史あるフランスの「ルミエール社」
は自社ブランド、イルフォードのインクジェットペーパー
ほか、ベルボンの三脚も扱っている

エプソンのブース

フランスのドローンメーカーである「パロット社」は、か
なり小回りのきく機敏な動作をする機種を販売している。
やはりこの分野は西側の製品として重要なのだろう

フランスの三菱製紙は日本と異なり独自な文化を感じる

EIZO のブース
歴史あるドイツの「テテナール社」は、現在写真薬品など
を製造しているが、さまざまな社の代理店もやっている
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スウエーデン・プロフォト社の照明セミナーを熱心に聞く観客

今年の会場内に飾られたメイン写真家は、ドイツを代表するファッションフォトグラファー“F. C . G u n d l a c h”の作品展示。
このような展示が、作家・分野ごとに会場のあちらこちらで見ることができる

世界中を撮り歩いたフランスの旅行写真家ベルナール・プ
ロス(Bernard Plossu)の作品をパリにあるヨーロッパ写真
博物館のコレクションが展示されていた

会場内では大判カメラのセミナーも開かれていた

書籍販売コーナーでは、写真集がほとんどだが、カメラの
使い方、撮影テクニックなどの本も売られている

サロン・ド・ラ・フォト事務室でフランス写真界の重鎮であるアートディレクターのサイモン・エドワー
ドさんに ZO O M S  J A P A N 入選作品を見てもらうエディターズ賞の小宮山桂さんとパブリック賞の羅思琦さん
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■パリフォト（11.8 ～ 11）

　PARIS PHOTO（www.parisphoto.com）

　会場はパリ 8 区にあるグ

ランパレ。訪れた 11 日は最

終日で、午前中には凱旋門

近くで、第1次世界大戦終戦

100周年の式典があり、マク

ロン仏大統領とロシアの

プーチン大統領ドイツのメ

ルケル首相、カナダのトル

ドー首相など各国首脳が参

列して行われ、付近の道路

は封鎖され、バス、地下鉄も

午前中は運休なので、開館

の 1 時に別路線のバスと徒

歩でどうにかたどり着いた

（トランプ米大統領はパリに

は来たが雨で参列せず）。

　ところで、11 月にパリに

行くというと、写真関係の人はパリフォトですか

と聞かれるほどに“パリフォト”は良く知られて

いるが、実際は11 月のパリで開かれる写真関係の

イベント全体を指してパリフォトと総称している。

パリフォトカタログ

展示規模は、ギャラリー 169 ブース、書店 31 ブー

ス、特別セクター 5 ブース。

　そして、ここ数年来、日本の写真家を志向する

人たちが作品売り込みの場として「パリフォト」を

注目していたが、現実としては世界の写真ギャラ

リーが展示する作品から、それぞれの国の写真表

現事情を汲みとったり、日本の写真表現の置かれ

ている状況などを知るために行くのはよいが、こ

の場から世界の写真界へデビューというようなこ

とは、きわめて難しいというか、多くの人が断念

していったのも現実だ。なにか最初から結論めい

たことを書いてしまったが、そのあたりを念頭に

おいて、会場を回ってみた。

パリフォト会場となるグランパレ（GrandPalais）入口、あ
いにくの雨。ここ数年パリフォト訪問日は雨の日が多い

1 9 0 0 年のパリ万国博覧会のために建てられたという建物は
自然光が入り雨天でも明るく見ることができる

パリフォトは、J. P . M o r g a n、B M W のほか、ライカカメラ、
HU A W E I など 18 社がスポンサーになっている

西アフリカ、コートジボワールの cec il ef akhou ry ギャラ
リー(http://cecilefakhoury.com/artistes/)

C I P A （フランスの企業）の展示
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左：会場内には写真集販売コーナーがある 中：日本の古 書を売る神 田 小宮山書店 右：アーティストトークはここで行われる

大阪 The Third Gallery  Ay a は、あべじゅ んの 80 年代に撮
影のハ ガ キサイズの黒 白 ビンテージプリントを多 数 出品

TAKA ISHII ギ ャ ラリーでは、こじんまりと荒 木 経惟 、細 江
英 公、濱 谷 浩 、 森 田 泰 通、森 山大道 、 奈 良 原 一 高 、 杉 浦 邦
恵 、 築 地 仁 、山 元 彩 香 等 の作品を展示

「I B A S H O 」というコーナーでは、土 田 ヒ ロミの広 島 コレク
ションが展示されていたStephan Gladieu のポートレイト、ナミビア（Team School

Gallery ）

AKIO NAGASAWA ギ ャ ラリーの森 山大道 の作品。9 日、現地 で
森 山大道 、野村 佐 紀 子による写真集サイン会、さらに森 山
大道 、 長 澤 章 生によるアーティストトークが行われた

パリフォト企 画展示の「Curiosa SECTOR」というコーナーに
はビンテージプリントがまとめて展示されていた
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■フォトフィーバー（11.8 ～ 11）

　f otof e v er（www.f otof ev er.com）

　フォトフィーバーの会

場は、ルーブル美術館に隣

接した「ルーブル・カロー

セル」と呼ばれる地下商店

街の脇にある。この場での

開催は 7 回目となり、毎年

質・量ともに洗練されてい

くのが注目される。

　主催団体は異なるが、パ

リフォトの別会場といっ

た感じで、内容的には、フ

ランス 国 内 外の ギャラ

リーが 100 以上集まって出展しているのだが、日

本のギャラリーが目につき、日本での写真関係者

に会うのはこの場が多い。特に今年はテーマを

「日本」に定め“japonographie”と称して、日本

から出展のギャラリーを含めて、23 のギャラリー

が日本コーナーに参加している。

　実は、今回のテーマが「日本」であることは、帰

国後本レポートを書くために資料を整理していて

知ったことであり、会場では、日本人以外がずい

ぶんと日本に来て写真を撮ったり、日本人モデル

フォトフィーバーのパン
フレット

ルーブル・カローセルのフォトフィーバーエントランス

Galeria Contrast（スペインバルセロナ）、robert-berlin の
日本での京 都 嵐 山、清 水 寺 の作品は 35 0 0 ユーロで売れていた

入場すると、まず目 に入るのは日本的 な作品だ

LOST AND FOUND STUDIO（イタリア）。着 物を使った撮影だ
が、モデルは日本人ではない

IKI EDITIONS（フランス）、フランスの写真家Thierry  Clech
の「JAPON」www.thierry clech.com/g alerie-5--j apan-.html

大阪 ・TEZUKA Y AMA GALLER Y 、髙 倉 大輔 の作品。高 倉 の作品
は独特 で 2 0 1 5 年のフォトフィーバーのカタログポスターな
どに使われた。C P +2 0 1 9 でも高 倉 の作品が起 用された


















